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小
宇
宙
に
込
め
た
天
囚
の
思
い 

─
種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
旧
蔵
印
に
つ
い
て
─

湯
　
浅
　
邦
　
弘

は
じ
め
に

結
婚
届
や
離
婚
届
で
さ
え
押
印
の
廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
る
昨

今
、
は
ん
こ
（
印
章
）
の
肩
身
は
狭
い
。
し
か
し
、
二
千
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
印
章
の
文
化
は
、
確
た
る
意
義
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
今
日
ま
で
続
い
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
日
本
の
文

人
た
ち
も
、
ご
く
普
通
の
た
し
な
み
と
し
て
、
自
身
の
名
や
号
を

刻
ん
だ
印
を
持
っ
て
い
た
。

明
治
・
大
正
時
代
の
漢
学
者
西
村
天
囚
も
例
外
で
は
な
い
。
天

囚
の
旧
蔵
漢
籍
約
三
千
冊
か
ら
成
る
「
碩せ
き
え
ん園
記
念
文
庫
」
は
、
財

団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
を
経
て
、
現
在
、
大
阪
大
学
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
（
碩
園
は
天
囚
の
別
号
）。
そ
の
漢
籍
を
開
い
て

み
る
と
、
一
冊
ず
つ
天
囚
の
蔵
書
印
が
鈐け
ん
い
ん印

さ
れ
て
い
る
の
が 

分
か
る
。
た
だ
、
そ
の
印
の
実
物
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
な 

か
っ
た
。
天
囚
は
ど
の
よ
う
な
印
を
持
っ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
に

使
用
し
た
の
か
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
天
囚
の
郷
里
種
子
島
（
鹿
児
島
県
西
之
表
市
）
の

西
村
家
で
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
か
ら
進
め
て
い
る
現
地

調
査
に
お
い
て
、
天
囚
の
旧
蔵
印
約
百
顆か

が
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
、
碩
園
記
念
文
庫
の
漢
籍
に
鈐
印
さ
れ
て
い
る
蔵
書
印
も
含

ま
れ
て
い
て
、
お
よ
そ
百
年
ぶ
り
に
印
記
と
印
章
と
の
再
会
が
実

現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
天
囚
の
名
や
号
を
刻
ん
だ
印
の
他
、

天
囚
の
思
想
を
端
的
に
示
す
と
思
わ
れ
る
字
句
を
刻
ん
だ
も
の
、

天
囚
の
著
作
形
成
過
程
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
印
な

ど
、
き
わ
め
て
重
要
な
印
章
が
含
ま
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
天
囚
旧
蔵
印
を
、
現
在
の
西
村
家
の
御

当
主
で
あ
る
西
村
貞
則
氏
よ
り
研
究
室
に
一
時
寄
託
し
て
い
た
だ

き
、
全
点
の
写
真
撮
影
な
ら
び
に
整
理
調
査
を
行
っ
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
作
業
を
踏
ま
え
て
西
村
天
囚
旧
蔵
印
の
全
容
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を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
天
囚
が
、
印
と
い
う
小
宇
宙
に
込
め
た

思
い
の
一
端
を
解
明
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
西
村
天
囚
旧
蔵
印
の
全
容

平
成
二
十
九
年
八
月
に
初
め
て
種
子
島
の
西
村
家
を
訪
問
し
た

際
、
印
章
は
、
二
つ
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
一
部
に
は
、
紙

の
キ
ャ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
、
破
損
を
防
い
で
い
る
が
、
緊
急
の
調

査
と
専
用
箱
作
成
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
資
料
群
で
あ
っ
た
。

総
点
数
は
概
算
で
約
百
顆
。
た
だ
、
通
し
番
号
は
附
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
一
方
、
鈐
印
さ
れ
た
巻
紙
（
印
譜
）
も
同
時
に
発
見
さ

れ
、
そ
の
押
印
数
は
全
六
十
三
で
あ
っ
た（
１
）。

印
文
は
、「
天
囚
居
士
」「
碩
園
」「
子
俊
」「
時
彦
」
な
ど
の
号

や
名
の
ほ
か
、「
碩
園
珍
蔵
」「
小
天
地
閣
善
本
」「
碩
園
収
蔵
楚
辞

百
種
」
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
巻
紙
（
印
譜
）
を
最
後
ま
で
開
い
て
い
く
と
、
末
尾
に
「
東

京
都
外
下
大
崎
二
三
四 

西
村
時
彦
」
の
印
が
押
さ
れ
て
い
た
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
印
譜
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十
年
（
一
九

二
一
）、
天
囚
が
宮
内
省
御
用
掛
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
月
三
日
、

大
阪
か
ら
東
京
五
反
田
下
大
崎
の
島
津
邸
役
宅
に
引
っ
越
し
た
後

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。す
な
わ
ち
天
囚
晩
年
の
印
譜
で
あ
る
。

な
お
、
六
十
二
番
目
の
印
記
か
ら
こ
の
住
所
印
ま
で
の
間
に
は
か

な
り
の
余
白
が
あ
る
。
あ
る
い
は
天
囚
は
、
さ
ら
に
鈐
印
を
追
加

す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
西
村
家
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
種
子
島
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
（
通
称
鉄
砲
館
）
は
、
一
五
四
三
年
に
伝
来
し
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
製
火
縄
銃
な
ど
島
内
の
貴
重
資
料
を
保
管
・
展
示
す
る
博

物
館
で
あ
る
が
、
館
内
に
は
西
村
天
囚
と
そ
の
師
の
前
田
豊
山
を

顕
彰
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
そ
こ
に
、
十
一
顆
の
天
囚
旧
蔵
印

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
鉄
砲
館
の
ご
厚
意

に
よ
り
、
研
究
室
に
一
時
拝
借
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
わ
せ
て
全

点
の
撮
影
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
着
手
す
べ
き
作
業
は
、
こ
の
巻
紙
（
印
譜
）
に
鈐

印
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
西
村
家
お
よ
び
鉄
砲
館
に
残
さ
れ
て
い

る
印
と
の
照
合
で
あ
る
。

筆
者
の
研
究
室
に
寄
託
し
て
い
た
だ
い
た
全
印
章
に
つ
い
て
調

査
し
、
そ
の
結
果
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
（
本
稿
末
尾
の
表
１
）。

こ
の
表
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

左
端
の
番
号
は
「
通
し
番
号
」
で
、
01
～
63
ま
で
は
、
印
譜
の

順
番
に
沿
っ
て
仮
に
付
け
た
通
し
番
号
と
対
応
す
る
。「
現
存
確

認
」
欄
に
○
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
種
子
島
の
西
村
家
に
残
さ

れ
て
い
た
も
の
、「
鉄
砲
館
」
と
記
し
て
い
る
も
の
は
、
種
子
島

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
通
称
鉄
砲
館
）
に
展
示
さ
れ
て
い
る
も
の
、

「
西
村
家
」
と
あ
る
も
の
は
、
印
譜
に
鈐
印
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
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西
村
家
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
以
上
の
合
計
で
九
十
八
顆
と
な

る
。
64
以
降
は
、
印
譜
に
鈐
印
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
印

譜
に
あ
る
も
の
は
ほ
ぼ
確
認
さ
れ
た
が
、11「
臣
時
彦
印
」、30「
村

彦　

天
囚
」
の
連
印
、
31
「
非
詩
人
」
の
三
顆
の
み
、
現
時
点
で

現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

「
篆
刻
」欄
は
、筆
者
が
読
み
取
っ
た
印
面
の
字
を
記
す
。一
部
、

現
時
点
で
判
読
で
き
て
い
な
い
文
字
が
あ
り
、「
？
」と
し
て
い
る
。

「
形
状
」
欄
は
、
方
形
印
、
楕
円
形
印
な
ど
、
印
の
形
状
を
示
す
。

そ
の
右
の
「
特
殊
形
状
」
欄
は
、
両
面
印
、
連
印
な
ど
の
特
殊
な

印
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
印
は
通
常
、
つ
ま
み
（
紐ち
ゅ
う）

と
印
面
か

ら
成
る
が
、
両
面
印
と
は
紐
の
両
方
に
印
面
が
あ
る
も
の
。
連
印

は
、
一
つ
の
印
面
に
篆
刻
が
二
つ
あ
る
も
の
で
、
一
度
の
鈐
印
で

同
時
に
二
つ
の
印
を
押
す
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
「
陽
刻
・
陰
刻
」
欄
は
、
印
面
が
陽
刻
か
陰
刻
か
を
示
す
。

陽
刻
と
は
、
文
字
の
部
分
が
凸
に
彫
ら
れ
て
い
て
、
押
印
す
る
と

文
字
が
朱
で
示
さ
れ
る
も
の
、
逆
に
陰
刻
は
、
文
字
の
部
分
が
凹

に
彫
ら
れ
て
い
て
、
押
印
す
る
と
文
字
の
部
分
が
白
抜
き
に
な
る

も
の
で
あ
る
。
次
の
「
匡
き
ょ
う

郭か
く

」
欄
は
、
印
文
の
枠
（
匡
郭
）
の
有

無
を
記
し
た
も
の
。
通
常
は
、
陽
刻
の
印
は
匡
郭
を
持
ち
、
陰
刻

の
印
は
匡
郭
を
持
た
な
い
。
こ
こ
で
は
、
匡
郭
の
な
い
も
の
の
み

「
無
郭
」
と
記
す
。
あ
と
は
「
有
郭
」
で
あ
る
。
そ
の
次
の
「
法
量
」

欄
は
、
印
の
実
寸
を
縦
×
横
×
高
さ
（
単
位
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

で
示
す
。

「
側
款
」
は
、
紐
の
側
面
ま
た
は
上
部
に
刻
印
が
あ
る
場
合
は

○
と
し
、「
印
材
」
は
印
の
材
質
を
示
す
。「
紐
」
は
特
徴
的
な
意

匠
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
に
注
記
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
印
譜
に
鈐
印
さ
れ
て
い
た
印
は
ほ
ぼ
種
子
島
に

現
存
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鈐
印
さ
れ

て
い
た
六
十
三
顆
以
外
に
も
、
さ
ら
に
三
十
顆
余
り
の
興
味
深
い

印
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
側
款
を
見
る
と
、「
天
囚
先
生
」

「
邨
大
兄
」「
贈
」「
呈
」
な
ど
の
文
字
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
多
く

は
寄
贈
さ
れ
た
印
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
天
囚
自
身
の
篆
刻
が

含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
未
詳
で
あ
る
。
と
も

あ
れ
、
天
囚
が
多
く
の
印
を
蔵
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
に

な
っ
た
。

二
、
蔵
書
印
と
碩
園
記
念
文
庫
本

確
認
さ
れ
た
約
百
顆
の
印
章
中
、
最
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の

は
、
多
く
の
蔵
書
印
で
あ
る
。
48
「
小
天
地
閣
善
本
」、
49
「
天

囚
鑑
蔵
」、
50
「
碩
園
珍
蔵
先
賢
未
刻
書
」、
51
「
小
天
地
閣
珍
蔵
」、

52
「
碩
園
収
蔵
楚
辞
百
種
」、
53
「
山
房
手
鈔
本
記
」、
54
「
紫
駿

翰
墨
」、
55
「
碩
園
珍
蔵
」、
56
「
碩
園
鈔
蔵
」、
57
「
天
囚
書
室
」

は
、
巻
紙
（
印
譜
）
に
も
近
い
場
所
に
連
続
し
て
鈐
印
さ
れ
て
お
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り
、
一
連
の
蔵
書
印
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（
２
）。

こ
の
内
、「
小
天
地
閣
」
と
い
う
の
は
、
天
囚
の
別
号
で
あ
る
。

天
囚
は
文
献
善
本
の
写
本
叢
書
を
編
集
し
、「
小
天
地
閣
叢
書
」

と
し
て
ま
と
め
、「
小
天
地
閣
善
本
」
や
「
小
天
地
閣
珍
蔵
」
な

ど
の
蔵
書
印
を
鈐
印
し
た
。
乾
集
・
坤
集
の
計
一
四
三
冊
か
ら
な

る
同
叢
書
に
は
、「
懐
徳
書
院
掲
示
」「
履
軒
中
井
先
生
行
状
」「
大

阪
府
学
五
舎
銘
并
序
」「
懐
徳
堂
記
録
」『
史
記
雕
題
』
な
ど
の
懐

徳
堂
関
係
資
料
の
他
、
広
瀬
淡
窓
『
読
論
語
』、
猪
飼
敬
所
『
論

語
標
記
』
な
ど
の
注
釈
書
、「
昌
平
黌
書
生
寮
姓
名
録
」「
浪
華
人

物
志
」「
鹿
児
島
県
人
物
伝
備
考
」
な
ど
の
貴
重
資
料
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

特
に
「
昌
平
黌
書
生
寮
姓
名
録
」
は
、
中
井
竹
山
手
稿
本
の
昌

平
黌
（
昌
平
坂
学
問
所
）
書
生
寮
の
姓
名
録
で
あ
る
。
こ
れ
を
天

囚
が
「
小
天
地
閣
叢
書
」
坤
集
に
入
れ
た
。
こ
の
資
料
は
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
に
も
あ
る
が
、
そ
の
異
同
を
対
照
で
き
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
全
一
三
〇
丁（
３
）。

ま
た
、「
楚
辞
百
種
」
と
は
、
天
囚
が
収
集
し
た
『
楚
辞
』
の

善
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
天
囚
は
晩
年
、
特
に
『
楚
辞
』
の

研
究
と
資
料
蒐
集
に
努
め
た
。
大
阪
市
松
ヶ
枝
町
の
自
宅
の
書
斎

は
『
楚
辞
』
に
ち
な
ん
で
「
百
ひ
ゃ
く

騒そ
う

書し
ょ

屋お
く

」
と
名
付
け
ら
れ
、
清
末

の
著
名
な
考
証
学
者
兪ゆ

樾え
つ

の
筆
に
な
る
「
讀ど
く

騷そ
う

廬ろ

」
の
扁
額
が
掲

げ
ら
れ
た（
４
）。『
楚
辞
』
へ
の
思
い
入
れ
が
分
か
る
。

こ
の『
楚
辞
』コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
百
種
近
く
に
及
ん
だ
た
め
、「
楚

辞
百
種
」
と
総
称
さ
れ
、「
碩
園
収
蔵
楚
辞
百
種
」
の
蔵
書
印
が

鈐
印
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
後
に
「
碩
園
記
念
文
庫
」
の
一
部
と
し

て
懐
徳
堂
に
入
っ
た
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
に
は
、
中
国

の
清
華
大
学
教
授
劉
文
典
（
一
八
八
九
～
一
九
五
八
）
が
来
堂
し
、

こ
の
「
楚
辞
百
種
」
を
中
心
と
す
る
碩
園
記
念
文
庫
の
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫

に
引
き
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
例
と
し
て
、
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
「
楚
辞
百
種
」
の
内
、
天
囚

自
身
の
編
集
に
よ
る
『
楚
辞
纂
説
』
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
本

文
冒
頭
の
第
一
葉
に
計
七
つ
の
印
記
が
見
え
る
。
鈐
印
の
先
後
関

係
に
も
留
意
し
て
説
明
す
る
と
、
ま
ず
天
囚
が
自
身
の
蔵
書
で
あ『楚辞纂説』の印記
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日
付
け
の
受
入
印
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
大

阪
大
学
が
懐
徳
堂
記
念
会
か
ら
懐
徳
堂
文
庫
を
一
括
し
て
受
贈
し

た
後
、
受
入
の
手
続
き
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
の
段
階
で
、
大
阪
大
学
に
は
ま
だ
図
書

る
こ
と
を
示
す
「
天
囚
書
室
」「
碩
園
珍
蔵
」
と
、
自
身
の
抄
写

本
で
あ
る
こ
と
を
表
す
「
碩
園
鈔
蔵
」
と
を
鈐
印
し
、
さ
ら
に
『
楚

辞
』
の
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
碩
園
収
蔵
楚

辞
百
種
」
印
が
押
さ
れ
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
天
囚

が
亡
く
な
っ
た
後
、
こ
れ
ら
の
旧
蔵
書
は
懐
徳
堂
記
念
会
（
重
建

懐
徳
堂
の
書
庫
）に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、「
懐
徳
堂
図
書
記
」

「
碩
園
記
念
文
庫
」
の
印
が
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
っ
て
鈐
印
さ
れ

た
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
大
阪
大
空
襲
で
重
建

懐
徳
堂
の
講
堂
が
焼
失
し
、
戦
後
、
記
念
会
の
蔵
書
が
一
括
し
て

大
阪
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
に
至
り
、「
大
阪
大
学
図
書
」
の
蔵
書

印
が
大
阪
大
学
に
よ
っ
て
鈐
印
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
来
歴
を
こ
れ

ら
の
印
記
は
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

念
の
た
め
、
も
う
一
例
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
も
懐
徳
堂
文
庫

所
蔵
「
楚
辞
百
種
」
の
内
の
『
楚
辞
綺
語
』
で
あ
る
。「
叙
」
の

冒
頭
葉
に
六
つ
の
印
記
が
見
え
、
来
歴
の
順
番
に
掲
げ
る
と
、「
天

囚
書
室
」「
小
天
地
閣
珍
蔵
」「
碩
園
収
蔵
楚
辞
百
種
」
の
三
つ
は

天
囚
に
よ
る
鈐
印
で
、「
碩
園
記
念
文
庫
」
と
「
財
団
法
人
懐
徳

堂
記
念
会
印
」
は
懐
徳
堂
記
念
会
に
よ
る
も
の
。
さ
ら
に
、「
大

阪
大
学
図
書
」
は
戦
後
の
大
阪
大
学
に
よ
る
印
で
あ
る
。
ま
た
、

右
葉
に
は
天
囚
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
陰
刻
の

「
天
囚
」
印
と
陽
刻
の
「
碩
園
」
印
が
確
認
さ
れ
、
大
き
な
「
大

阪
大
学
収
蔵
図
書
印
」
と
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
九
月
十

『楚辞綺語』の印記
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館
本
館
が
な
く
、
受
け
入
れ
た
懐
徳
堂
文
庫
は
、
文
学
部
の
関
係

研
究
室
や
階
段
下
の
空
間
に
分
割
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
図
書
館
本
館
が
竣
工
す
る
の
は
、
よ
う
や
く
昭
和
三
十
五
年

（
一
九
六
〇
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
一
年
（
一

九
七
六
）
刊
行
の
『
懐
徳
堂
文
庫
図
書
目
録
』
に
よ
っ
て
、
そ
の

全
容
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
天
囚
の
蔵
書

印
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た

び
の
調
査
に
よ
り
、
そ
の
蔵
書
印
の
実
物
が
約
百
年
ぶ
り
に
発
見

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

小
野
則
秋
『
日
本
の
蔵
書
印
』（
臨
川
書
店
、
一
九
五
四
年
）
は
、

多
く
の
蔵
書
印
を
集
め
て
考
察
し
た
労
作
で
、
西
村
天
囚
の
蔵
書

印
と
し
て
は
「
碩
園
」「
碩
園
珍
蔵
」「
天
囚
書
室
」「
天
囚
図
書
」

が
あ
っ
た
と
す
る
（
た
だ
し
印
影
の
掲
載
は
な
し
）。
渡
辺
守
邦
・

島
原
泰
雄『
蔵
書
印
提
要
』（
青
裳
堂
書
店
、一
九
八
五
年
）は
、「
碩

園
珍
蔵
」「
天
囚
書
室
」
の
原
寸
印
影
を
掲
げ
、
中
野
三
敏
『
近

代
蔵
書
印
譜
三
編
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
年
）
は
「
天
囚

書
室
」
を
、
渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
『
新
編
蔵
書
印
譜
』（
青
裳

堂
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
も
、「
碩
園
珍
蔵
」「
天
囚
書
室
」
の
二

つ
を
原
寸
影
印
で
掲
げ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
が
天
囚
蔵
書
印
の
す
べ
て
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
碩
園
記
念
文
庫
所
蔵
漢
籍
に
は
そ
れ
を
遥
か
に
上
回
る
蔵

書
印
が
見
ら
れ
、
ま
た
種
子
島
西
村
家
に
は
そ
れ
に
該
当
す
る
印

が
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
公
的
機
関
の
蔵
書
印
が
保
管
さ

れ
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
個
人
の
膨
大
な
漢
籍
蔵
書
と
多

く
の
蔵
書
印
が
ほ
ぼ
完
璧
に
残
っ
て
い
る
の
は
稀
有
な
例
で
あ

り
、
学
術
的
価
値
は
極
め
て
高
い
と
言
え
よ
う
。

三
、
字
・
号
に
関
す
る
印

数
量
的
に
最
も
多
い
の
は
、
や
は
り
名
前
や
号
に
関
す
る
印
で

あ
る
。
01
「
天
囚
居
士
」、
03
「
西
村
時
彦
」、
12
「
碩
園
」、
24
「
子

駿
」
を
初
め
多
数
に
の
ぼ
る
。
天
囚
は
自
筆
署
名
す
る
場
合
、
西

村
の
村
を
「
邨
」
と
書
く
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
印
の
中
に

は
「
邨
」
と
刻
む
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

や
や
注
意
を
要
す
る
の
は
、
05
の
両
面
印
な
ど
に
見
ら
れ
る 

「
紫
駿
」
で
あ
る
。「
子
駿
」
は
、
81
の
印
に
「
字
曰
子
駿
」
と
あ

る
通
り
、
天
囚
の
字あ
ざ
なと
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
紫
」
も
同
音

で
あ
る
た
め
、「
紫
駿
」
も
字
を
示
す
印
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
住
居
に
関
わ
る
印
も
確
認
さ
れ
た
。
02
「
草
不
除
軒
」

は
こ
れ
ま
で
管
見
の
限
り
鈐
印
さ
れ
た
も
の
を
確
認
で
き
て
い
な

か
っ
た
が
、
自
ら
「
浪
華
艸
不
除
軒
天
囚
西
村
時
彦
」
と
署
名
し

て
い
る
資
料
が
、
こ
の
ほ
ど
確
認
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
岡
山
県
の
倉
敷
市
立
美
術
館
所
蔵
の
御み

船ふ
ね

綱つ
な

手て

の
画
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帖
「
世
界
周
遊
実
写　

欧
山
米
水
帖
」
に
天
囚
が
依
頼
さ
れ
て
書

い
た
題
辞
末
尾
の
署
名
で
あ
る
。
北
宋
の
学
者
周
し
ゅ
う

敦と
ん

頤い

は
天
地

自
然
の
ま
ま
を
好
み
、
窓
の
前
の
草
を
刈
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

『
二
程
遺
書
』
巻
三
に
「
周
茂
叔
窗
前
草
不
除
去
」
と
見
え
る
（
茂

叔
は
字
）。
天
囚
も
こ
の
故
事
に
ち
な
み
、
大
阪
市
北
区
松
ヶ
枝

町
の
自
宅
を
そ
う
呼
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
題
辞
の
署
名

に
よ
り
「
草
（
艸
）
不
除
軒
」
が
天
囚
の
別
号
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
で
あ
る（
５
）。

同
様
に
、
09
「
松
町
老
隠
」
や
15
「
松
町
逸
人
」
も
、
大
阪
の

松
ヶ
枝
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
自
称
で
あ
ろ
う
。
こ
の
町

名
は
、
実
際
に
松
の
老
木
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
で
、

種
子
島
の
西
村
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
天
囚
関
係
の
ア
ル
バ
ム

に
、
大
き
な
松
の
木
が
写
っ
て
い
る
写
真
が
あ
る（
６
）。

さ
ら
に
、
種
子
島
出
身
で
あ
る
こ
と
や
自
身
の
家
系
に
思
い
を

致
し
た
と
思
わ
れ
る
印
も
あ
る
。
21
「
平
時
彦
印
」、
33
「
南
島

世
家
」、
67
「
平
時
彦
印
」、
79
「
左
馬
頭
行
盛
裔
」、
93
「
左
馬

頭
行
盛
之
裔
」
な
ど
で
あ
る
。

天
囚
は
、
郷
里
種
子
島
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
大
正
十
年
（
一

九
二
一
）、
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
を
撰
文
し
て
い
る
が
、
そ
の
冒

頭
に
、「
火
器
、
古
い
に
し
えは

鉄
砲
と
称
す
る
者
、
今
の
所
謂
小
銃
な
り
。

其
の
我
が
国
に
伝
来
す
る
は
三
百
八
十
余
年
前
に
在
り
。
実
に
我

が
種
子
島
氏
よ
り
始
ま
る
。
種
子
島
は
左さ

馬ま
の

頭か
み

平
た
い
ら
の

行ゆ
き

盛も
り

朝あ
そ
ん臣
よ

り
出
ず
。
其
の
子
信の

ぶ
も
と基

公
、
鎌
倉
の
初
め
、
南
海
十
二
島
に
封
ぜ

ら
れ
、
世
々
種
子
島
を
治
む
。
因
り
て
島
を
以
て
氏
と
す
」
と
記

し
て
い
る（
７
）。

種
子
島
の
祖
と
さ
れ
る
「
左
馬
頭
平
行
盛
朝
臣
」
と
は
、
平
行

盛
（
？
～
一
一
八
五
）
で
あ
る
。
平
清
盛
の
次
男
の
平
基
盛
の
長

男
で
、
左
馬
頭
は
官
名
。
朝
廷
保
有
の
馬
を
管
理
す
る
馬
寮
（
左

馬
寮
・
右
馬
寮
）
の
内
、
左
馬
寮
の
長
。
朝
臣
は
、
も
と
も
と
天

武
天
皇
の
時
に
制
定
さ
れ
た
八
色
の
姓
の
第
二
位
。
の
ち
、
五
位

以
上
の
人
の
姓
名
に
付
け
る
敬
称
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
碑
文
に
は
、
そ
の
種
子
島
氏
信
基
に
六
子
が
あ
り
、

季す
え

の
子
の
信の
ぶ

時と
き

が
初
め
て
西
村
姓
を
賜
っ
て
こ
の
地
を
采さ
い

邑ゆ
う

と
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
種
子
島
の
西
村
家
に
伝
わ
っ
て
い
る

家
系
図
に
も
、
西
村
家
が
平
氏
か
ら
出
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
受
け
て
天
囚
は
、「
平
時
彦
印
」
と
刻
ん
だ
印
と
、
種
子

島
氏
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
む
「
左
馬
頭
行
盛
裔
」「
左
馬

頭
行
盛
之
裔
」
印
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

「
南
島
」
は
も
ち
ろ
ん
種
子
島
の
こ
と
で
あ
り
、「
世
家
」
は
そ

こ
に
代
々
あ
る
家
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
天
文
十
二
年
（
一
五
四

三
）、
種
子
島
に
漂
着
し
た
異
国
船
に
対
応
し
、
鉄
砲
伝
来
の
仲

介
を
し
た
人
物
こ
そ
、
天
囚
の
十
三
代
前
の
祖
先
西
村
織お
り

部べ
の

丞
じ
ょ
う

時と
き
つ
ら貫

で
あ
っ
た
。
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四
、
思
想
と
著
作
と
印
章
と

こ
の
他
、
天
囚
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
印
と
し
て
、

16
「
天
囚
五
十
以
逡
文
安
」、
18
「
懐
古
」、
45
「
文
章
報
国
」、

46
「
儒
素
傅
家
」
な
ど
が
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）、
種
子
島
の
鉄
砲
館
に
お
け
る

資
料
調
査
で
、
筆
者
は
、
天
囚
の
自
筆
草
稿
類
を
発
見
し
た
。「
五

十
以
後
文
稿
」
と
自
筆
で
題
し
た
冊
子
に
何
種
か
の
草
稿
が
綴
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
天
囚
五
十
以
逡
文
安
」
印
と
呼
応
す
る
よ

う
で
興
味
深
い
。「
逡
」
は
し
り
ぞ
く
、
次
第
・
順
番
の
意
。
種

子
島
の
草
稿
同
様
、「
五
十
以
後
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
当
時
の

文
人
に
と
っ
て
、
や
は
り
孔
子
の
「
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」

（『
論
語
』
為
政
篇
）
は
強
い
影
響
が
あ
り
、
人
生
の
大
き
な
区
切

り
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
懐
古
」
は
、
天
囚
が
大
阪
で
復
興
運
動
を
進
め
た
「
懐
徳
堂
」

を
想
起
さ
せ
る
印
で
あ
る
。
中
国
古
典
文
学
、
特
に
古
典
詩
に
お

い
て
、「
懐
古
」
が
重
要
な
主
題
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
る
の

は
六
朝
時
代
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
確
立
す
る
の
は
唐
代
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
詠
じ
ら
れ
る
の
は
、
過
去
の
栄
華
を
失
っ
て

今
は
荒
廃
し
た
姿
に
催
す
「
は
か
な
い
」
感
情
で
あ
る
と
さ 

れ
る（
８
）。

天
囚
が
こ
の
印
に
込
め
た
思
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
中
国
古
典
に
通
じ
て
い
た
天
囚
は
、
そ
う

し
た
漢
詩
の
主
題
に
つ
い
て
は
充
分
理
解
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ

る
。
た
だ
、
懐
徳
堂
復
興
運
動
を
通
じ
て
天
囚
が
抱
い
て
い
た
思

い
と
は
、
単
な
る
は
か
な
さ
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時

代
の
大
坂
学
問
所
に
思
い
を
致
し
、
そ
れ
を
復
興
す
る
と
い
う
強

い
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
復
興
を
天
囚
は
自
身
の
「
文
」
の
力
に
よ
っ
て

推
進
し
た
。
大
阪
府
立
図
書
館
の
初
代
館
長
今
井
貫
一
ら
と
大
阪

人
文
会
を
組
織
し
た
天
囚
は
、
そ
の
例
会
で
、
初
期
懐
徳
堂
の
五ご

井い

蘭ら
ん

洲し
ゅ
うに

つ
い
て
講
演
し
、
懐
徳
堂
の
顕
彰
に
努
め
た
。
ま
た
、

朝
日
新
聞
に
「
懐
徳
堂
研
究
」
を
連
載
し
て
、
享
保
九
年
（
一
七

二
四
）の
懐
徳
堂
創
立
以
来
の
歴
史
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
っ
た
。

漢
学
者
天
囚
な
ら
で
は
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
種
子
島
の
西
村
家
に

残
さ
れ
て
い
た
「
文
章
報
国
」
印
や
「
儒
素
傅
家
」
印
な
ど
も
、

文
章
と
漢
学
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
天
囚
の
姿

に
重
な
っ
て
見
え
る
。

さ
ら
に
、
天
囚
の
研
究
と
著
作
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
極

め
て
興
味
深
い
印
が
発
見
さ
れ
た
。
97
「
私
案　

異
説
」
の
両
面

印
、
98
「
参
看　

折
衷
」
の
両
面
印
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
印
譜
に

は
鈐
印
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
、
こ
れ
を
実
際
に
鈐
印
し
た
資

料
が
、
や
は
り
種
子
島
で
発
見
さ
れ
た
。
鉄
砲
館
に
保
管
さ
れ
て
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い
た
天
囚
関
係
資
料
の

中
に
、
長
く
所
在
が
不
明

で
あ
っ
た
天
囚
の
『
論
語

集
釈
』
草
稿
が
残
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
、「
碩
園
先
生
著
述
目

録
」（『
懐
徳
』
第
二
号
、

一
九
二
五
年
）
に
は
名
が

あ
が
っ
て
い
な
が
ら
、
そ

の
実
物
の
存
在
は
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。「
目

録
」
に
よ
れ
ば
、「
論
語

集
釋 

自
學
而
至
泰
伯
第
八
章 

未
刊
」「
首
に
集
釋
を
擧
げ
、
次
に

折
中
參
看
異
説
私
案
の
四
目
を
立
て
、
其
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を

補
は
る
」
と
あ
る
。

種
子
島
の
鉄
砲
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
『
論
語
集
釈
』
草
稿
は

全
二
冊
。
一
冊
目
が
巻
一
（
学
而
・
為
政
）
と
巻
二
（
八
佾
・
里

仁
）、
二
冊
目
が
巻
三
（
公
冶
長
・
雍
也
）
と
巻
四
（
述
而
・
泰
伯
）

と
な
っ
て
い
て
、「
目
録
」
の
記
載
と
見
事
に
合
致
し
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
行
方
不
明
だ
っ
た
天
囚
の
『
論
語
集
釈
』
草

稿
で
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
印
記
で
あ
る
。
巻
一

の
第
一
葉
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

す
る
と
、
内
題
に
「
論
語
私
案
」
と
一
旦
書
い
た
右
に
、
見
せ

消
ち
で
「
集
釋
」
と
訂
正
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
９
）。

ま
た
、
注

釈
の
冒
頭
に
、「
異
説
」
と
い
う
陰
刻
の
長
方
形
印
が
押
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。

念
の
た
め
、
次
の
葉
も
開
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
も
、
学
而
篇

冒
頭
の
「
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
」
の
本
文
に
対
す
る

天
囚
の
注
に
「
折
衷
」、「
參
看
」、「
私
案
」、「
異
説
」
の
印
が
押

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
目
録
」
に
は
、「
折
中
參
看
異
説

私
案
の
四
目
を
立
て
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
印
記
こ
そ
、
種

子
島
の
西
村
家
に
残
さ
れ
て
い
た
97
「
私
案　

異
説
」
の
両
面
印

と
98
「
参
看　

折
衷
」
の
両
面
印
に
よ
っ
て
鈐
印
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。『
論
語
集
釈
』
の
印
記
で
は
計
四
つ
の
印
に
見
え
る
が
、
実

「私案　異説」両面印「参看　折衷」両面印

『論語集釈』巻一冒頭
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は
二
つ
の
両
面
印
に
よ
っ
て
押
印
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
囚
は
自
身
の
『
論
語
』
注
釈
書
を
編
纂
し
つ

つ
あ
り
、ま
た
各
注
釈
の
種
別
を
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
印
を
使
っ
て
、
仕
分
け
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
例

え
ば
、「
異
説
」
と
は
、『
論
語
集
解
』
や
『
論
語
集
注
』
な
ど
定

番
の
注
釈
書
と
は
異
な
る
見
解
を
附
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の

第
一
葉
で
は
、
荻
生
徂
徠
の
説
が
引
か
れ
て
い
る
。「
參
看
」
と

は
参
考
と
し
て
提
示
す
る
他
の
見
解
、「
私
案
」
と
は
、
天
囚
自

身
の
独
自
の
見
解
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、「
目
録
」
に
は
、「
首
に
集
釋
を
擧
げ
」
と
あ
る
が
、

こ
こ
に
「
集
釋
」
の
印
記
は
見
え
ず
、
ま
た
「
集
釋
」
と
い
う
長

方
形
印
は
西
村
家
か
ら
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
こ

の
「
集
釋
」
は
印
の
こ
と
で
は
な
く
、
天
囚
の
『
論
語
集
釈
』
の

地
の
文
を
指
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
葉
で
言

え
ば
、
冒
頭
本
文
か
ら
「
異
説
」
の
印
記
の
前
ま
で
が
、「
集
釋
」

だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
天
囚
旧
蔵
印

の
中
に
「
集
釋
」
の
印
が
な
か
っ
た
理
由
も
一
応
理
解
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
冊
目
の
為
政
篇
「
子
曰
、
攻
乎
異
端
」
章
か
ら
、

印
の
形
が
一
変
す
る
。
こ
の
章
の
冒
頭
の
注
に
つ
い
て
は
「
折
衷
」

の
長
方
形
印
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
従
前
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
は
、
や
や
扁
平
で
小
振
り
の
「
參
看
」
や
「
異
説
」

印
と
な
る
。
楷
書
で
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
は
長
方
形
印
と
同
様
で

『論語集釈』の「折衷」「參看」「私案」「異説」印
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『論語集釈』為政篇攻異端章の印記

 『論語集釈』為政篇の「集釋」印
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あ
る
が
、
文
字
は
縦
組
で
は
な
く
、
横
組
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
次
の
「
子
曰
、
由
、
誨
女
知
之
乎
」
章
に
至
る
と
、
そ
こ
に

「
集
釋
」
印
が
押
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
後
、
第
二
冊
の
終

わ
り
ま
で
、
こ
の
扁
平
の
「
集
釋
」「
折
衷
」「
參
看
」「
私
案
」「
異

説
」
の
五
種
類
の
印
記
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
形
の
印
は
種
子
島

の
西
村
家
に
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
天
囚

の
『
論
語
集
釈
』
が
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
謎
と
い
う
ほ
か

は
な
い
が
、
恐
ら
く
天
囚
は
、
は
じ
め
全
体
を
「
集
釋
」
と
「
折

衷
」「
參
看
」「
私
案
」「
異
説
」
に
分
け
て
記
す
方
針
を
立
て
、「
集

釋
」
に
つ
い
て
は
冒
頭
の
地
の
文
が
そ
れ
に
当
た
る
と
し
、
そ
れ

に
続
く
注
釈
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
格
の
違
い
に
よ
っ
て
「
折
衷
」

「
參
看
」「
私
案
」「
異
説
」
の
印
を
押
し
な
が
ら
区
別
し
て
書
く
こ

と
と
し
た
。
し
か
し
、
後
に
は
、「
集
釋
」
そ
の
も
の
も
印
で
明

示
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
印
を
縦
長
で
は
な
く
、

あ
ま
り
ス
ペ
ー
ス
を
取
ら
な
い
方
形
印
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
推

測
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
う
し
た
方
針
を
と
っ
た
の
は
、
天
囚
が
江
戸
時
代
以

来
の
漢
学
者
の
書
き
入
れ
を
多
数
見
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
分
か
り

づ
ら
い
と
感
じ
て
い
た
こ
と
も
一
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。例
え
ば
、

江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
を
代
表
す
る
学
者
中な
か

井い

履り

軒け
ん

の
『
論
語
雕
ち
ょ
う

題だ
い

』
は
、
欄
外
に
多
く
の
書
き
入
れ
が
あ
る
が
、
履
軒
自
身
に
も

分
か
り
づ
ら
く
な
っ
た
た
め
、
後
に
履
軒
は
、
そ
れ
を
基
に
『
論

語
雕
題
略
』に
集
約
し
、さ
ら
に
再
編
集
し
て
最
終
形
態
と
し
、『
論

語
逢
原
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
天
囚
は
、
こ
う
し
た
書
き
入
れ

方
式
で
は
、
自
分
自
身
も
、
ま
た
当
然
読
者
も
分
か
り
に
く
い
と

判
断
し
、
数
種
の
印
記
に
よ
っ
て
仕
分
け
し
な
が
ら
草
稿
を
書
き

進
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
新
聞
記
者
と
し
て
常
に
多
く
の
読

者
を
想
定
し
て
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た
天
囚
は
、
自
身
の
研
究
に

つ
い
て
も
、
視
覚
的
に
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、
後
に
刊
行

す
る
場
合
に
も
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
印
の
文
字
が
篆
書
で
は
な
く
楷
書
で
刻
ま

れ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
う
し
た
方
法
は
、
こ
の
『
論
語
集
釈
』
だ
け
で
は
な

く
、
天
囚
の
他
の
草
稿
類
に
も
見
ら
れ
る
。
晩
年
、
研
究
に
取
り

組
ん
だ
『
楚
辞
』
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
天
囚
手
稿
本
の
『
楚

辞
集
釈
』
に
は
、「
集
釋
」「
存
異
」「
私
案
」
の
三
つ
の
印
記
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
印
の
形
は
、『
論
語
集
釈
』
の
い
ず
れ
の
印
と

も
少
し
異
な
る
扁
平
で
あ
る）

（1
（

。

そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
陰
刻
で
あ
る
こ
と
は
何
か
意
味
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
陰
刻
の
方
が
、
陽
刻
に
比
べ
て
朱
色
の

面
積
が
大
き
く
な
り
、
紙
面
に
映
え
る
と
い
う
判
断
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
た
だ
、
こ
う
し
た
表
示
方
法
は
、
天
囚
が
独
自
に
開
発
し

た
も
の
で
は
な
く
、
中
国
明
代
頃
に
普
及
し
て
い
く
木
版
印
刷
の
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冊
子
に
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
中

国
の
百
科
全
書
「
類
書
」
は
先
行
す
る
多
く
の
文
献
か
ら
該
当
部

分
の
字
句
を
抜
き
出
し
項
目
ご
と
に
分
類
し
て
提
示
す
る
と
い
う

独
特
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
が
、
多
数
の
文
献
か
ら
引
用
し
た
字
句

を
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
た
め
に
、
見
出
し
語
を
付
け
る
場
合

が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
見
出
し
語
は
「
白
抜
き
文
字
」
に
よ
っ
て

印
刷
さ
れ
る
。
こ
れ
は
印
に
お
け
る
陰
刻
と
同
様
の
効
果
を
持
つ

も
の
で
、
読
者
へ
の
配
慮
か
ら
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う）

（（
（

。

日
本
の
明
治
期
の
図
書
で
も
、
こ
う
し
た
工
夫
を
施
し
た
も
の

が
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
刊
行
の
久
保

天
随
『
孫
子
新
釈
』
は
、
各
篇
の
冒
頭
に
、
白
抜
き
文
字
で
「
篇

意
」、
そ
の
後
、
各
本
文
の
注
に
つ
い
て
は
、「
字
解
」「
文
義
」「
餘

論
」
を
同
じ
く
白
抜
き
文
字
で
掲
げ
つ
つ
注
釈
を
記
し
て
い
る
。

天
囚
も
、
中
国
の
木
版
印
刷
の
影
響
を
受
け
て
、
後
に
自
身
の
著

作
と
し
て
刊
行
す
る
場
合
に
そ
の
注
の
類
別
を
白
抜
き
文
字
で
表

記
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
刊
行
間
際
に
な
っ
て

か
ら
そ
う
し
た
仕
分
け
を
す
る
の
で
は
な
く
、
草
稿
段
階
か
ら
陰

刻
の
印
に
よ
っ
て
区
別
し
つ
つ
書
き
進
め
た
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
天
囚
は
、
注
の
種
別
ご
と
の
印
を
何
種
類
か

持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
種
子
島
で
発
見
さ
れ
た
印
章
と
印

記
は
、
こ
う
し
た
天
囚
の
研
究
・
執
筆
の
姿
勢
と
過
程
を
示
す
極

め
て
重
要
な
資
料
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
は
約
五
万
点
の
資
料
群
か
ら
成
る
が
、

文
献
の
み
で
は
な
く
、
実
は
、
貴
重
な
器
物
類
も
多
数
含
ま
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
に
由
来
す
る
書
画
、
屏
風
、
版
木
な

ど
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
異
彩
を
放
つ
の
は
二
百
点
を
超
え

る
印
章
で
あ
る
。
印
章
は
、
小
振
り
な
資
料
で
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
印
面
や
紐
の
造
形
か
ら
は
、
懐
徳
堂
の
学
術
的
特
色
や
歴
代

教
授
の
性
格
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
小
さ
な
印
の
中
に
懐

徳
堂
の
歴
史
と
思
想
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い）

（1
（

。

懐
徳
堂
記
念
会
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）、
中
井
家
子
孫

の
中
井
木つ

菟ぐ

麻ま

呂ろ

が
所
有
し
て
い
た
中
井
竹
山
・
履
軒
ら
の
印
章

を
借
用
し
て
『
懐
徳
堂
印い
ん
ぞ
ん存
』
と
い
う
印
譜
を
作
成
し
た
。
こ
の

印
譜
の
跋
文
を
書
い
た
の
が
西
村
天
囚
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
印

章
に
つ
い
て
の
天
囚
の
思
い
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
（
原

文
は
漢
文
）。

夫
れ
図ず

章し
ょ
うと

は
、
上
は
天
子
自よ

り
、
下
は
庶
人
に
至
る
ま
で
、

用
い
て
以
て
信
を
示
す
。
而
し
て
学
士
文
人
の
用
う
る
所
、

文
は
典
雅
を
尚た
っ
とび

、
其
の
寓
意
は
深
き
な
り
。
人
を
感
ぜ
し

む
る
や
窮
ま
り
無
き
な
り
。
徳と
く
よ
う
ふ
う
は
ん

容
風
範
以
て
彷ほ
う
ふ
つ彿
す
べ
し
。

小宇宙に込めた天囚の思い ― 湯浅邦弘
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図
章
（
印
章
）
は
人
の
「
信
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
学
士
や
文
人
が
用
い
る
際
に
は
、そ
の
文
は
典
雅
を
尊
び
、

そ
の
寓
意
は
奥
深
く
、
人
を
強
く
感
動
さ
せ
、
そ
の
人
の
高
い
徳

や
風
采
を
髣
髴
と
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
懐
徳

堂
の
印
章
を
見
て
、
天
囚
は
こ
の
よ
う
に
実
感
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
自
身
の
印
の
整
理
と
印
譜
の
制
作
と
に
つ
い
て
も
、
少
な
か

ら
ず
心
を
動
か
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
晩
年
、
東
京
で
鈐
印

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
巻
紙
の
印
譜
に
は
、
な
お
多
く
の
余
白
が
残

さ
れ
て
い
た
。
天
囚
の
印
譜
は
未
完
で
あ
っ
た
の
か
。

約
百
顆
の
印
は
郷
里
種
子
島
に
帰
り
、
今
も
、
天
囚
の
「
徳
容

風
範
」
を
放
ち
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
） 

種
子
島
に
お
け
る
資
料
調
査
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
・
竹
田
健
二
・

佐
伯
薫「
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
報
告
─
種
子
島
西
村
家
訪
問
記
─
」

（『
懐
徳
』
第
八
十
六
号
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
２
） 

小
野
則
秋
『
日
本
の
蔵
書
印
』（
臨
川
書
店
、
一
九
五
四
年
）
は
、
西

村
天
囚
の
蔵
書
印
と
し
て
「
天
囚
図
書
」
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、
印
譜

に
も
、
種
子
島
で
発
見
さ
れ
た
百
顆
の
中
に
も
見
え
な
い
。
ま
た
同
書

に
は
、
印
影
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
天
囚
図
書
」
印
が
ど
の

よ
う
な
形
や
篆
刻
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

（
３
） 

こ
の
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
湯
浅
邦
弘
編
著
『
増
補
改
訂
版
懐
徳

堂
事
典
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
４
） 

こ
の
扁
額
が
種
子
島
の
西
村
家
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注

（
１
）
前
掲
の
報
告
参
照
。

（
５
） 

こ
の
画
帖
お
よ
び
天
囚
の
題
辞
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
村
天
囚
『
欧

米
遊
覧
記
』
と
御
船
綱
手
「
欧
山
米
水
帖
」
─
明
治
四
十
三
年
「
世
界

一
周
会
」
の
真
実
─
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六

十
一
巻
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。

（
６
） 

こ
の
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
は
、
注
（
１
）
前
掲
の
報
告
参
照
。

（
７
） 

鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑

文
の
成
立
」（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
『
国
語
教
育
論
叢
』
第

二
十
七
号
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
８
） 

住
谷
孝
之
「
中
国
文
学
に
お
け
る
「
懐
古
」
主
題
の
形
成
─
漢
代
か
ら

六
朝
ま
で
を
中
心
に
─
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
三
十
七
集
、
二
〇
一

八
年
）
参
照
。

（
９
） 

第
一
冊
の
表
紙
題
簽
も
、「
論
語
」の
次
に
紙
を
貼
っ
て
そ
こ
に「
集
釋
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
そ
の
下
に
は
訂
正
前
の
「
私
案
」
の
二
字

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
10
） 

こ
の
『
楚
辞
集
釈
』
の
印
記
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）

十
二
月
九
日
に
大
阪
大
学
で
開
催
し
た
第
二
十
八
回
懐
徳
堂
研
究
会
の

際
、
矢
羽
野
隆
男
氏
の
研
究
発
表
「
西
村
天
囚
の
学
問
と
『
論
語
』
研

究
と
」
に
よ
っ
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
11
） 

中
国
の
類
書
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
故
事
成
語
の
誕
生
と
変
容
』（
角
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川
叢
書
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
12
） 
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
印
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
墨
の
道 

印
の
宇
宙 

─
懐

徳
堂
の
美
と
学
問
─
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
八
年
）参
照
。な
お
、

大
正
元
年
刊
行
の
印
譜
『
懐
徳
堂
印
存
』
に
つ
い
て
、
後
藤
憲
二
編
『
邦

人
印
譜
目
録
』（
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、「
中
井
竹
山
ら
私

印
譜
、
西
村
天
囚
編
」
と
す
る
が
、
懐
徳
堂
印
に
は
、
前
川
虚
舟
篆
刻

の
「
大
阪
府
学
教
授
」
印
、「
懐
徳
書
院
教
授
」
印
な
ど
の
公
印
も
含
ま

れ
る
の
で
、
単
な
る
「
私
印
譜
」
で
は
な
い
。

【
附
記
】

・ 

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
三
菱
財
団
二
〇
一
九
年
度
研
究
助
成

「「
天
声
人
語
」
の
名
づ
け
親
西
村
天
囚
の
見
た
近
代
日
本
」
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

・ 

西
村
天
囚
『
論
語
集
釈
』
は
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
九
月
、

島
根
大
学
の
竹
田
健
二
教
授
が
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

（
鉄
砲
館
）
に
お
け
る
資
料
調
査
で
確
認
さ
れ
、
筆
者
に
情
報

提
供
い
た
だ
い
た
。
こ
の
資
料
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
鉄
砲
館

の
ご
許
可
を
得
た
。
画
像
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
西
之
表
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長
の
鮫
島
斉
氏
、
西
之
表
市

役
所
企
画
課
歴
史
文
化
活
用
係
主
事
の
荒
河
翼
氏
に
格
別
の
ご

高
配
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

・ 

天
囚
旧
蔵
印
の
整
理
調
査
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
薫
、
黒
田
秀
教
、

佐
藤
由
隆
、
菊
池
孝
太
朗
、
六
車
楓
の
各
氏
の
協
力
を
得
た
。

小宇宙に込めた天囚の思い ― 湯浅邦弘
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51「小天地閣珍蔵」52「碩園収蔵楚辞百種」

55「碩園珍蔵」57「天囚書室」
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02「艸不除軒」

33「南島世家」

01「天囚居士」

21「平時彦印」

18「懐古」45「文章報国」

小宇宙に込めた天囚の思い ― 湯浅邦弘
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陽刻・陰刻 匡郭 法量（縦×横×高） 側款 印材 鈕の意匠
陽刻 2.5×2.6×8.4 石 蓮
陽刻 2.6×2.6×8.5 石 蓮
陰刻 2.0×2.0×4.2 ○ 石 獅子
陽刻 無廓 2.2×1.0×5.9 ○ 石 獅子
陰刻・陰刻 無廓 1.3×1.3×7.1 ○ 石
陰刻・陽刻 陰刻は無廓 2.1×1.2×4.1 石 猿
陰刻 2.5×2.5×6.1 ○ 石 獅子
陰刻 無廓 2.2×2.2×6.0 ○ 石
陽刻 2.2×2.2×6.6 ○ 石
陰刻 無郭 1.9×1.9×3.9 ○ 木 有、植物？
陽刻
陽刻 1.3×1.3×3.5 ○ 石
陰刻 無廓 1.9×1.9×4.1 ○ 石
陰刻 無廓 2.0×2.0×6.3 ○ 石 獅子
陽刻 2.1×2.0×6.2 ○ 石 獅子
陽刻 1.2×1.2×4.6 ○ 石
陽刻 2.5×2.5×5.5 ○（上部） 石
陰刻 無郭 2.6×1.9×3.9 石 雲・鳥？
陽刻 5.0×2.3×3.1 ○（絵） 石
陰刻 無郭 2.7×1.5×5.2 ○ 石
陰刻 無郭 2.6×2.6×8.3 ○ 石 植物の絵
陽刻 2.6×2.5×8.7 ○ 石 植物の絵
陰刻 無郭 2.7×1.2×6.1 ○（横・上） 石
陽刻 ○ 石
陰刻 無郭 2.8×1.4×7.1 石 獅子
陰刻 無郭 1.6×1.6×3.3 ○ 石
陰刻 無郭 1.4×1.3×4.1 ○ 石 うさぎ
陽刻 2.5×1.5×5.9 ○（上部） 石
陰刻・陽刻 陰刻は無郭 1.6×0.7×4.7 ○ 石
陰刻・陽刻 陰刻は無郭
陽刻
陰刻 無郭 2.7×2.7×5.9 ○ 石 上部にデザイン
陽刻 2.8×2.7×5.8 ○ 石 上部にデザイン
陰刻 無郭 3.7×1.8×5.5 ○ 石
陽刻 2.1×0.7×5.0 ○ 石 側面に桃のデザイン
陽刻 1.4×1.3×4.1 ○ 石 獅子
陰刻 無郭 1.1×1.1×5.8 ○ 石 蛙（紐穴）
陽刻 1.2×1.1×7.1 ○ 石 植物？の葉（紐穴）
陽刻

西村天囚旧蔵印一覧表
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通し番号 篆刻 現存確認 形状 特殊形状
1 天囚居士 〇 方形印
2 草不除軒 〇 方形印
3 西村時彦 〇 方形印
4 天　囚 〇 方形印 連印
5 天囚居士　紫駿 〇 方形印 両面印
6 村彦　子俊 〇 方形印 連印
7 村彦子俊 〇 方形印
8 西村時彦 〇 方形印
9 松町老隠 〇 方形印

10 村彦子俊 〇 方形印
11 臣時彦印 × 方形印
12 碩園 〇 方形印
13 天囚翰墨 〇 方形印
14 村彦子俊 〇 方形印
15 松町逸人 〇 方形印
16 天囚五十以逡文安 鉄砲館 方形印
17 乾坤夾 〇 方形印
18 懐古 〇 長方形印
19 載？ 〇 変形楕円印
20 於焉逍遙 鉄砲館 長方形印
21 平時彦印 〇 方形印
22 子俊氏 〇 方形印
23 時彦 〇 方形印 23と24で連印
24 子俊 〇 方形印 23と24で連印
25 松柏有本性 〇 長方形印
26 臣時彦印 〇 方形印
27 子俊 〇 方形印
28 多情之罪 鉄砲館 長方形印
29 時彦　子俊 〇 方形印 連印
30 村彦　天囚 × 扁平印 連印
31 非詩人 × 長方形印
32 臣時彦印 〇 方形印
33 南島世家 〇 方形印
34 且於此中息 〇 長方形印
35 天囚 〇 楕円形
36 碩園 〇 方形印
37 村彦 〇 方形印
38 子俊 〇 方形印
39 碩園 × 方形印

表１

小宇宙に込めた天囚の思い ― 湯浅邦弘
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陽刻・陰刻 匡郭 法量（縦×横×高） 側款 印材 鈕の意匠
陰刻 無郭 1.2×1.0×4.0 ○ 石
陰刻 無郭 1.1×1.1×5.7 ○（四面） 石
陽刻 1.2×1.2×5.9 ○ 石
陰刻 無郭 1.2×1.2×5.9 ○ 石
陰刻 無郭 1.1×0.9×3.7 石
陰刻 無郭 2.7×2.7×4.9 ○ 石
陽刻 2.8×2.7×5.0 ○ 陶器 犬
陰刻 2.6×1.6×4.5 石
陽刻 2.6×2.1×5.6 ○ 石
陰刻 無郭 2.0×2.0×5.9 石
陽刻 4.4×1.6×8.8 石
陽刻 太郭 2.8×0.9×7.7 石 獅子
陽刻 3.7×2.0×3.5 ○ 石
陽刻 2.2×1.5×5.7 　 石 魚2匹と波
陽刻 1.7×1.7×5.7 ○ 石 犬？
陽刻 2.5×1.2×7.4 ○ 石 獅子
陽刻 2.5×1.1×5.7 石 象の紋様
陽刻 2.0×2.0×1.7 ○（四面） 金属 鎖状
陰刻 無郭 2.4×2.4×5.4 ○（上部） 石
陰刻 無郭 1.0×1.0×4.6 石
陽刻 1.0×1.0×4.6 石
陰刻 無郭 1.0×1.0×3.0 ○ 石
陽刻 2.4×2.4×3.2 ○ 金属 三角形の紐穴
陽刻 4.7×2.1×6.4 木
陽刻 1.5（直径）×5.8 木
陽刻 2.5×2.5×6.5 ○ 石
陽刻 3.6×3.2×3.3 木
陽刻 3.2×3.2×3.8 石
陰刻 2.5×2.5×6.4 石
陽刻 2.6×2.6×2.6 ○ 石
陽刻 3.3×3.3×3.8 石
陰刻 無郭 2.2×2.2×7.3 ○ 石
陰刻 無郭 4.3×4.3×3.7 ○ 石
陰刻 無郭 4.5×4.7×12.5 石
陽刻 1.5×1.5×6.1 木
陽刻 2.2×2.1×7.0 ○ 石
陰刻 無郭 4.3×4.3×3.5 ○ 石
陰刻 無郭 1.9×0.9×5.9 木
陰刻 1.9×0.9×5.9 木
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通し番号 篆刻 現存確認 形状 特殊形状
40 碩園居士 〇 方形印
41 天囚 〇 方形印
42 天囚居士 〇 方形印 42と43で両面印
43 紫駿 〇 方形印 42と43で両面印
44 清？ 〇 長方形印
45 文章報国 鉄砲館 方形印
46 儒素傅家 〇 方形印
47 文章載道 〇 長方形印
48 小天地閣善本 〇 長方形印
49 天囚鑑蔵 鉄砲館 方形印
50 碩園珍蔵先賢未刻書 〇 長方形印
51 小天地閣珍蔵 〇 長方形印
52 碩園収蔵楚辞百種 〇 長方形印
53 山房手鈔本記 〇 長方形印
54 紫駿翰墨 〇 方形印
55 碩園珍蔵 〇 長方形印
56 碩園鈔蔵 〇 長方形印
57 天囚書室 〇 方形印
58 天囚居士 〇 方形印
59 時彦 〇 方形印 59と60で両面印
60 子俊 〇 方形印 59と60で両面印
61 時彦私印 〇 方形印
62 村彦子俊 〇 方形印
63 東京市外下大崎二三四西村時彦 鉄砲館 長方形印
64 天囚居士 鉄砲館 丸印
65 結翰墨縁 鉄砲館 方形印
66 西村時彦 鉄砲館 方形印
67 平時彦印 鉄砲館 方形印
68 村彦子俊 鉄砲館 方形印
79 左馬頭行盛裔 西村家 方形印
81 字曰士俊 西村家 方形印
83 西村時彦 西村家 方形印
84 平時彦印 西村家 方形印
85 寧誠士家 西村家 方形印
88 天囚居士 西村家 丸印
90 子俊氏 西村家 方形印
93 左馬頭行盛之裔 西村家 方形印
97 私案　異説 西村家 長方形印 両面印
98 参看　折衷 西村家 長方形印 両面印

小宇宙に込めた天囚の思い ― 湯浅邦弘
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